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アンケート分析レポート

 大会情報
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 大会概要

 開催日程

 11月29日(土)−30日(日)

※女子12-14は初日(土曜)のみ開催

 開催カテゴリー

 男子: 12歳以下 / 14-16歳以下

 女子: 12-14歳以下（統合開催）

 競技方式

 基本: ラウンドロビン方式

 男子14-16: 1日目RR → 2日目トーナメント

 試合方式

U12: 6ゲーム1セット (6-6時7ポイントタイブレーク)

U14/16: 初日6G1セット / 2日目6G3セット (最終10ポイントTB)

女子: 対戦組合せにより1セットまたは3セット

使用球: Bullpadel

 エントリー数

男子U12

5ペア

男子U14/16

8ペア

女子U12/14

4ペア

  体調不良による棄権が複数発生

 エクストライベント

参加者の皆様により一層お楽しみいただけるよう、大会と並行して以下のイベン

トを実施しました。すべて参加費無料です。

 体験レッスン  鬼の球出し  交流個パデル

 エンジョイトーナメント

  選手・ご家族・スタッフなど世代を超えた交流を促進



 アンケート回答者属性

 総回答数: 15件
居住地域: 関東 100%

 少数サンプル (n=15)

 立場

選手のご家族 9

選手本人 4

友人 1

その他 1

 参加カテゴリー

男子U12 3

男子U14/16 7

女子U12/14 3

その他 2

 競技歴

1年以上3年未満 12

80%

3年以上5年未満 2

13%

5年以上 1

7%



 総合満足度と次回参加意向

 総合満足度  次回参加意向

 主要インサイト

93%が満足（とても満足73% + やや満足20%）、全員が次回参加意向あり（必ず参加47% + できれば参加53%）。交

流機会とエクストライベントが満足度を牽引。



 コストパフォーマンス評価

 評価の内訳

かなりお得に感じた 47%

妥当だと感じた 33%

やや高いと感じた 20%

 補足

一部回答者より「サービス内容が増えるなら多少高くなって

も良い」との容認が見られる。エクストライベントの充実

が価格評価の向上に寄与。



 参加者が評価した点（トップ5）

 インサイト: エクストライベントが11件で1位と最高評価。大会の雰囲気が8件で続く。交流機会の創出とイベント拡張が満足度を押し

上げる主要因となった。



 エクストライベントの成果

 体験レッスン

アンケート回答

6名

実際の参加

24/30
稼働率 80%

 鬼の球出しレッスン

アンケート回答

6名

実際の参加

18/18
満員達成

 交流個パデル

アンケート回答

8名
特徴

交流促進

 エンジョイトーナメント

アンケート回答

10名

実際の参加

17組
多様な交流

 参加者評価サマリー

 満足度自由記述で「エクストライベントがとても良かった」「交流の良い機会になった」との声が多数

 競技志向と交流志向の両立に寄与し、大会全体の価値を向上

 鬼の球出しは満員達成、体験レッスンも高稼働率を実現し、成功施策として次回継続・拡張を推奨



 改善が必要な点と具体的要望

 課題（指摘された項目）

 エントリー・事前案内 5件

告知不足、導線の不明確さ

 試合スケジュール・待ち時間 4件

進行の可視化不足、待機時間の長さ

 大会開催場所 2件

天井高の制約、コート条件

 大会運営 1件

運営体制・協会への期待

 参加者数の減少も大きな課題

 具体的な改善要望

 エントリー促進策

早期告知・導線明確化、不参加理由調査の実施

 開催時期の最適化

定期テスト・JPT大会との重複回避、学校行事カレンダーとの連動

 運営の見える化

ホワイトボード等での進行表示、タイムテーブルの可視化、スタッフ識別プレート

着用

 会場・施設の最適化

天井の高いコート確保（ロブ活用のため）、コート面数と動線設計の改善

 大会価値の向上

開会式・閉会式の実施、初見者への配慮、初参加者へのルール・会場案内、動画配

信（記録・記憶のため）



 参加者の声（抜粋）



大変楽しませてもらいました。子どもの笑顔、泣き顔あり素敵

なイベントだと思います。子どもたちのピカピカした顔が1

番！

 保護者



いろんな人と交流できて楽しかった。どのイベントもみんな楽

しそうだった。またエクストライベントやってください！次は

2日目も参加したい！

 女子選手



子どもたちにたくさん参加させてあげたいという運営の皆様の

熱意が感じられました。記録のためにも、ぜひ公式試合や会場

の雰囲気の動画配信をして欲しかったです。

 保護者



エントリー数が少なく寂しさを感じます。パデル発展のために

はジュニアカテゴリーの盛り上げが必須。まずは小規模な取り

組みから地道に積み上げることが大切だと思います。

 選手の友人



スタッフが誰か分かりづらかったので、プレート等があると初

見者にも優しいと思います。アットホームな一方で、内輪の排

他的な雰囲気が否めませんでした。

 保護者



運営をしてくださった方に感謝申し上げます。しかし全日本と

つきながら協会の中心の方が現地に来られてないことに不信感

を抱きます。見える協会運営を期待します。

 保護者



 まとめと次回へ向けての検討事項

 第5回大会の成果

 高満足度: 93%が満足 (とても満足73%)  高参加意向: 100%が次回参加希望

 コスパ評価: 80%がお得または妥当  エクストラ成功: 鬼の球出し満員等

 次回へ向けての検討事項

 エントリー促進

・大会参加意義の整理

・人口増加への取り組み

・SNS・施設連携の強化

・初参加者へのアプローチ

 開催時期最適化

・定期テスト期間の回避

・JPT大会との重複調整

・代表選出との連動

 運営見える化

・進行状況の可視化(ボード等)

・スタッフ識別プレート

・開閉会式でのメリハリ付け

 エクストラ拡充

・成功施策の継続と発展

・保護者・応援者との交流増

・エンジョイ大会の改善

 付記: 本分析はアンケート回答15件（n=15）に基づく傾向把握です。参加者全体の代表性には限界があることをご留意ください。


